
■抗ウイルス性能
　ISO 21702（抗ウイルス性試験）に準じる。

抗ウイルス活性値が2.0以上の場合に抗ウイルス効果があると判断されます。

試験方法

基準・結果

2021_WF1_0000169465

※上記の値は測定値であり、保証値ではありません。
※試験結果は特定のウイルスを対象としたものであり、すべてのウイルスへの効果を示すものではありません。

抗ウイルス性試験

無機抗ウイルス剤・塗装・表層面

製品上の特定ウイルスの数を減少させます

JP0612489X0002N

試験前

ウイルス数（PFU/㎠）

1.0E+07

8.0E+06

6.0E+06

4.0E+06

2.0E+06

0.0E+00

試験後（24時間）

99％以上減少

試験前

ウイルス数（PFU/㎠）

1.0E+07

8.0E+06

6.0E+06

4.0E+06

2.0E+06

0.0E+00

試験後（24時間）

99％以上減少

ウイルスA（エンベロープあり） ウイルスB（エンベロープなし）

抗菌・防かび加工品無加工品

抗ウイルス性能
リアテック技術資料


